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振興課長 宮 香緒利

生涯学習支援のDXに向けての取り組み

～広島県立生涯学習センターの試みから～

１ センターの体制と役割

２ ICT活用の取組



昭和57年10月 広島県⽴社会教育センター開所

平成13年４月 生涯学習推進マネージャー配置

平成21年４月 広島県情報プラザ内へ移転
（貸研修室業務を廃止し、センターの役割・機能を
調査研究、指導者養成、団体間の連携・協働の推進等に特化）

所 ⻑

生涯学習推進
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総務課（５名）
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１ センターの体制と役割



１ センターの体制と役割

県⽴⽣涯学習センターの役割
●調査研究

連携・協働による生涯学習方策の実践的な研究・開発

●情報提供
生涯学習・社会教育関係職員、指導者・⽀援者の活動に役⽴つ情報を発信

●指導者研修
社会全体の教育⼒向上をめざした指導者養成や研修を実施

●モデル事業
社会の要請（現代的課題）に対応した先導的なモデル事業の取組

●連携・協働
幅広い機関・組織・団体などが乗り入れるプラットフォームとしての機能を
発揮し、連携・協働を促進

２ ＩＣＴ活用の取組

コロナ禍〜現在に⾄るまで

R2.4月〜 ICTを活用したオンライン研修の試⾏に向けた
準備開始
・調査研究 （学びを止めない新たな取組〜ZOOMライセンスの取得・市町調査）

R2.6月〜 オンライン研修実施
・調査研究 （ZOOMの使い方）

→「オンライン型」研修会受講・参加の手引作成
・ 指導者 視聴テスト（事前接続テスト）の実施
研 修 研修（オンライン、ハイブリッド、サテライト等）の実施

デジタルリテラシー体験講座の実施

現 在 デジタル技術を生かした学習履歴の活用に関する調査
・調査研究 モデル事業（オープンバッジの調査研究）

調査研究

指導者研修

情報提供

モデル事業

協働・連携



２ ＩＣＴ活用の取組

ICTに係る議論
平成30年 ⽂部科学省

ICTを活用した「⽣涯学習プラットフォーム（仮称）」の
構築に関する研究調査
生涯学習の場でICTを活用する主なメリット
・「学習者、地域⼈材や学びや活動の場といった様々な情報の検索性が⼤幅に向上すること」
・「学習・活動履歴や⼈物について、地域が客観的に認証する手段の選択肢が広がること」

令和２年 第10期中央教育審議会⽣涯学習分科会における「議論の整理」
「これからの学びは、『オンラインによる取組』と『対面による取組』の両者の組み合わせに
よってさらに豊かなものになる」

令和４年 第11期中央教育審議会⽣涯学習分科会における「議論の整理」
「リアルとオンラインの双方で、住⺠が相互『つながり』を持てる共同学習・交流を促進」す
ることが「地域コミュニティの基盤に」

STEP1 学びを止めない手段としてのオンライン研修

R2〜 オンライン研修
・アカウント取得
・オンライン研修

STEP２ 学びを広く届けるためのオンライン研修

STEP3 一人ひとりの学びが
豊かになるために

・オープンバッジ

・デジタルリテラシー
体験講座

２ ＩＣＴ活用の取組

R3〜 オンライン研修
・オンデマンド研修
・ハイブリッド研修

・サテライト研修

持続していく中で
学びを止めない手段として

一⼈ひとりに届く
より豊かな学びの手段として

R3〜電⼦申請システム
・受講申込 ・事後アンケート



２ ＩＣＴ活用の取組
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２ ＩＣＴ活用の取組
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２ ＩＣＴ活用の取組
調査研究 指導者研修

それぞれの研修に応じて
効果的な組み合わせ

文部科学省調査研究協力

「令和５年度デジタル技術を生かした
多様な生涯学習の学習履歴の活用に関する調査研究」

１ 目的・目標
学校教育以外の学びにおけるDXを実現していく第一段階
として、地方自治体等が住民に提供する生涯学習に関する
学習履歴のデジタル化（デジタルバッジの発行・管理）
を推進する。

２ ＩＣＴ活用の取組 調査研究 モデル事業



２ 文部科学省調査研究 実施の背景

・社会教育分野における学習成果の利活用及び評価に関する方向性
が定まっていない。

・学校教育以外の学びに関しては、学習時間の確保、費用面の課題
が挙げられる。
→ その根本には、

「学習意欲の喚起」や「学習履歴の可視化・学習成果の活
用」といったインセンティブに関する課題がある。

２ ＩＣＴ活用の取組 調査研究 モデル事業

３ 仮説・戦略

個人の内発的動機を高める課題解決の手段の一つとして
デジタルバッジ（学習履歴のデジタル証明）の普及・促進
が有効ではないか。

「学びの可視化」をすることで、「モチベーションの向上」
を図る。

２ ＩＣＴ活用の取組 調査研究 モデル事業



２ ＩＣＴ活用の取組

４ 実施

２ ＩＣＴ活用の取組

+
オープンバッジ受領者交流会

調査研究 モデル事業

（令和６年３月15日現在）

（調査対象市町のみ）



公民館等職員研修での取組
「総務省／令和５年度デジタル活用支援推進事業」を活用

・デジタルリテラシー体験講座

≪ICT体験コース≫
第１部 「ICT機器との上手な付き合い方－スマホ講座の組み⽴て方－」
第２部 「⽣成AIを利用したデジタル教育の充実に向けて」

〜オンラインによる効果とリスクの理解とChatGPTの体験〜
≪ICT活用コース≫

「ICTを活用したつながり作り」
〜オンラインまわし読み新聞の体験〜

２ ＩＣＴ活用の取組 指導者研修

まとめ
住民の学習支援者となる市町の社会教育関係職員への研修は、地域全体の学習機会の充実
と活性化につながる取組みである。

ＩＣＴツールを活用し、コロナ禍を経て「学びを止めない」「学びを広く届ける」という
視点で、オンライン研修やハイブリッド研修、サテライト研修などを効果的に組み合わせ
ることにより、多様な学習機会を提供し続けている。

また、更なる学びの深化に向けて「１人ひとりに届くより豊かな学びの手段として」のＩ
ＣＴ利用を目指している。

課題と今後の取組み
■ＩＣＴリテラシー向上のための支援: 

基礎的な操作方法から、研修で使用するツールの使い方、情報セキュリティの知識等

の学べるサポート体制を構築する。

■双方向的なコミュニケーションツール導入:

オンライン研修でも活発な意見交換や学び合いを実現できるようなツールを導入する。

■ニーズ調査に基づいたコンテンツ開発: 

受講者のニーズを調査し、効果的な学びを促すコンテンツを開発する。

■研修効果測定システムの構築: 

研修内容や受講者の理解度を分析し、効果を測定するシステムを構築する。

まとめと課題


